
社
会
評
論
　
第
173
号

表
紙
デ
ザ
イ
ン
・
追
川
恵
子
　
イ
ラ
ス
ト
・
金
山
政
紀

	

編
集
後
記   

200 2

●
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
・
春
夏
秋
冬 

�

し
ゅ
ん
か
し
ゅ
う
と
う

︿
連
載
﹀

︿
源
八
お
じ
さ
ん
と
タ
マ 

⑥
﹀	

中
村
と
ー
る	

134

︿
波
来
土
の
漫
画
館
﹀	

波
来
土	

189

︿
イ
ラ
ス
ト
通
信
﹀	

広
浜
綾
子	

11

︿
沖
縄
ぬ
け
～
し
風 

�
﹀	

ま
よ
な
か
し
ん
や	

19

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
の
行
動
を
全
国
で
起
こ
そ
う
！	

	

田
村
順
玄

岩
国
市
議

リ
ム
ピ
ー
ス
共
同
代
表

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
胡
桃
の
木	

	

立
野
正
裕

明
治
大
学
教
員

映
画『
60
万
回
の
ト
ラ
イ
』製
作
へ
の
思
い		



岡
本
有
佳

映
画『
60
万
回
の
ト
ラ
イ
』

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

表
現
の
自
由
を
守
る
た
め
に
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
を
処
罰
す
る	

	

前
田
　

朗

東
京
造
形
大
学
教
授

国
際
婦
人
デ
ー
３
・
３

東
京
集
会
実
行
委
員
会

差
し
迫
る
壊
憲
の
危
機
、女
性
よ
起
ち
あ
が
ろ
う

 

二
〇
一
三「
国
際
婦
人
デ
ー
３
・
３
東
京
集
会
」基
調
報
告

村
上
理
恵
子
166

︿
労
働
者
通
信 

 

労
働
・
生
活
・
闘
争
の
現
場
か
ら
﹀

Ｊ
Ｐ
労
組
・
東
京

田
中
英
吾
10

沈
黙
を
破
る 

─
─ 
期
間
雇
用
社
員
の
人
権
を

守
っ
て
郵
便
局
で
働
こ
う

元
・
保
育
労
働
者

古
賀
　

圭
12

「
雇
用
創
出
」と
は
非
正
規
の
量
産
だ 

─
─ 

安
倍
政
権
の「
成
長
戦
略
」は

女
性
・
高
齢
者
へ
の
搾
取　

日
本
軍「
慰
安
婦
」問
題

関
西
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

榎
阪
千
里
14

女
性
の
人
権 

─
─ 

橋
下
大
阪
市
長
の
妄
言
を
許
さ
な
い

横
浜
市
従
業
員
労
働
組
合

吉
良
　

寛
16

公
務
員
賃
金
カ
ッ
ト
攻
撃
と
闘
っ
て 
─
─ 

運
動
主
体
の
弱
さ
を
直
視

し
反
撃
に
踏
み
出
そ
う

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党
と
の
対
話

 

わ
れ
わ
れ
の
歩
む
道
は
社
会
主
義
へ
の
道

労
働
運
動
家

新
田
　
進
22

二
一
世
紀
の
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
前
衛
ギ
リ
シ
ャ
共
産
党

 

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党
第
一
九
回
大
会
の
分
析

韓
国
・
全
国
労

働
者
政
治
協
会
52

社
会
主
義
は
必
然
的
で
あ
り
、い
ま
が
そ
の
時
だ

 

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党
第
一
九
回
大
会
の
た
め
の
中
央
委
員
会
テ
ー
ゼ（
上
）

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党
108

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党
第
一
九
回
大
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
返
礼

135

︿
読
者
の
た
よ
り
﹀ �

  

198

友
田
幸
枝

Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
受
講
生

元
製
パ
ン
工
場
労
働
者

と
も
に
学
び
、遊
び
、日
・
朝
の
運
動
を
ひ
ろ
げ
よ
う
！

「
日
朝
友
好
高
麗
野
遊
会
」に
参
加
し
て

︿
川
柳
／
笑
歌
﹀

橋
下
ド
ン
パ
ン
節
、他	

笑
い
茸
138

︿
文
庫
発
掘
﹀

『
東
洋
民
権
百
家
伝
』小
室
信
介
編
・
林
基
校
訂	

井
上
敏
夫
51

︿
読
者
会
か
ら
﹀ �

  

東
京
西
部
読
者
会

196

︿
大
特
集 

 

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党 

─
─ 

そ
の
理
論
と
実
践
﹀

徹
底
し
た
歴
史
的･

国
際
的･

階
級
的
観
点
の
堅
持

20

本
誌
編
集
部

︿
短
歌
﹀

つ
ら
ぬ
く

165

荒
川
源
吾

︿
往
復
書
簡
﹀

ア
ジ
ア・イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
あ
り
か
を
問
う

 『
領
土
問
題
と
歴
史
認
識
』（
纐
纈　

厚
著
）に
触
発
さ
れ
て

140

ア
ジ
ア
近
現
代
史
研
究

佐
々
木
辰
夫
141

〈
往
信
〉
近
世
ア
ジ
ア
の
交
流
の
あ
り
方
に
ま
な
ぶ

山
口
大
学
教
授

東
亜
歴
史
文
化
学
会
会
長

纐
纈
　
厚
145

〈
返
信
〉
ア
ジ
ア
諸
国
人
民
と
の
交
流
・
連
帯
・
共
存
の
視
点

琉
球
大
学

名
誉
教
授

髙
嶋
伸
欣
176

︿
続
・
拉
致
問
題
で
歪
む
日
本
の
民
主
主
義 

�
﹀

拉
致
問
題
を
論
じ
る
資
格
に
欠
け
る
日
本
社
会

 

歴
史
認
識
で
四
面
楚
歌
の
安
倍
政
権
と
同
様
の
問
題
点
を
衝
く

日
本
の
戦
争
責
任

資
料
セ
ン
タ
ー
184

日
本
軍「
慰
安
婦
」問
題
に
関
す
る
声
明
（
二
〇
一
三
年
六
月
九
日
）

︿
資
料
﹀

468

︿
シ
ナ
リ
オ
﹀
　

労
働
者
　
前
へ
！  

Ｐ
Ａ
Ｍ
Ｅ  

全
ギ
リ
シ
ャ
戦
闘
的
労
働
者
戦
線

制
作･

小
川
町
シ
ネ
ク
ラ
ブ

62

新
田
　
進

構
成･

154

︿
こ
の
人
に
聞
く
﹀

わ
た
し
の
戦
中
・
戦
後

 

付
・
戦
後
の
婦
人
運
動
を
ふ
り
返
る

編
集
者

武
井
美
子

聞
き
手
・
構
成

二
谷
利
子

全
世
界
の
階
級
闘
争
の
前
進
に
む
け
て

︿
活
動
家
集
団 

思
想
運
動
﹀
が
送
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

136

深
く
、激
し
く
、共
通
の
闘
い
を
継
続
し
よ
う

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党
か
ら
の
返
礼

137

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
よ
り
鮮
明
に
掲
げ
る
！

ヨ
ル
ゴ
ス
・
マ
リ
ノ
ス　

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党
中
央
委
員
会
政
治
局
員
・
政
治
局
国
際
担
当
の
発
言

24

党
内
の
思
想
の
統
一
と
学
習
・
教
育
活
動
に
つ
い
て

キ
リ
ロ
ス
・
バ
ス
タ
ー
ブ
ル　

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
委
員
会
責
任
者
の
発
言
と
討
論

37

中
央
マ
ケ
ド
ニ
ア
地
区
の
現
状
と
共
産
党
の
闘
い

コ
ス
タ
ス
・
ア
ブ
ラ
モ
プ
ロ
ス　

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党
中
央
マ
ケ
ド
ニ
ア
地
方
委
員
会
書
記
長
の
発
言
と
討
論

47

︿
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
独
り
言
﹀
　	

追
川
恵
子 	

200

190

中
村
泰
子

『
み
ん
な
で
学
ぶ
放
射
線
副
読
本
』
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
受
講
生

福
島
大
学
放
射
線
副
読
本
研
究
会 

監
修

後
藤　

忍 

編
著

194

小
松
厚
子

『
自
殺
の
国
』

編
集
者

柳  

美  

里 

著

192

二
谷
隆
太
郎

『
自
民
党
改
憲
案
を
読
み
解
く
』

衆
・
参
憲
法
審
査
会
傍
聴
者

長
谷
川
一
裕 

著

︿
読
書
ノ
ー
ト
﹀

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党

活
動
家
集
団  

思
想
運
動


